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て「初転法輪」図と同定されるのかを Gandha¯ra 地域 Loriya¯n-Tangai（A.D. 2−










































so sabbasattuttamo aggapuggalo nara¯sabho sabbapaja¯nam uttamo,
















Sn. 第 684詩節が伝える仙人という名の林（isivahya vana）というのは、古
代には仙人堕処（Skt. rsipatana, P. isipatana）または、鹿野苑（Skt. mrgada¯ya, P.
















るのが妥当であろう。なお、Mvu. では rsipatana という名前の由来が語られた
直後に、ニグローダ鹿王（Nigrodhamiga Ja¯kata, no.12）の説話が続き、鹿野苑
と呼ばれる地名の由来を説明している8。Bha¯rhut の図像表現が rsipatana の由
来を描写した図像ならば、紀元前 1世紀頃の段階で rsipatana という場所は、
地名の由来と共に知られていた場所であったことが分かる。
（2）法輪を回転させるという記述
次に Sn. 第 684詩節に伝承される「彼は〔法〕輪を回転させるでしょう」（vatte-
ssati cakkam）というフレーズによって示された情景描写について考察する。
このフレーズは Sn. の Na¯laka-sutta 以外にも散見され、図像においても初転法
輪伝説とは関連の無い法輪の図像が存在する9。Bha¯rhut から出土した南門屈曲









は、在家の生活を選択して転輪王（Skt. cakravarti-ra¯jan, P. cakkavatti-ra¯jan）に
なることが語られており、両者の立場を読み取ることが出来る。ブッダはその
箇所で、以下の詩節によって自らの立場を明言している。
ra¯ja¯ham asmi, sela¯ ti bhagava¯, dhammara¯ja¯ anuttaro,
dhammena cakkam vattemi, cakkam appativattiyam.






















た転輪王の輪宝が、日輪（discus of the sun）、武器としての輪（wheel）や戦車
を意識して表現していないことは明らかであり、むしろ Sela-sutta 中に「彼
（転輪王）はこの大地を海岸に至るまで、棍棒によらず、刀剣によらずに、ダ
ンマによって征服して、占拠する。」（so imam pathavim sa¯garapariyantam adan-
dena asatthena dhammena abhivijiya ajjha¯vasati. Sn. p. 10617−19）と表現される転
輪王による理想の統治を、法輪柱によって描写していると言える15。なぜなら
ば、輪宝を法輪柱によって描く背景には、初転法輪の地である Sa¯rna¯th に建立



















図 3 Amara¯vatı¯ 近郊 紀元前 1世紀後
ギメ美術館蔵














khu¯）とだけ記述する SN. Khandhavagga の Khandha-samyutta に属する SN.22.
～59（Panca）＝『雑阿含経』（34）と MN. 26, Ariyapariyesana-sutta＝『中阿含経』
「羅摩経」の伝承と、「五群の比丘」のみならず、最初に悟りを開いた者として
コンダンニャ（Kondanna, 憍陳如）の名前を挙げる SN. Maha¯vagga の Sacca-




















初期の図像表現に、Mathura¯ の入口飾り板（A.D.1中頃：Museum of Fine Arts,





























～されることの 2点であった。Sa¯ncı¯ 第 1塔の西門第二横梁正面に描かれた図像
中に、この 2つの情景を合わせた表現を見ることが出来る。以下にその特徴を
表 1 インド内陸部の主な作例
出土地 所在（現所在地） 年代 出典
Ajanta¯ 第 10窟左側壁面 Sa¯tava¯hana B.C.1 Schlingloff［2000］. vol.III, X, 12.
～Sa¯ncı¯ 第 1塔西門第二横梁正面 Sa¯tava¯hana A.D.1初 全集 13．挿図 61.
Kanganhalli 上段レリーフ石版
（Kanganhalli 01） Sa¯tava¯hana A.D.1後
科学研究費報告書
［2011］p. 63.
Amara¯vatı¯ チェンナイ州立博物館 Sa¯tava¯hana A.D.2 Sivaramamurti. Pl. 20, fig.2, Pl. 37, fig. 3.
Amara¯vatı¯ 描き起し図 Sa¯tava¯hana A.D.2 Fergusson. Pl. 71, fig. 2.
Amara¯vatı¯ 大英博物館 Sa¯tava¯hana A.D.2 Nnox. pl.11, 63, 82, 88,89, 101.
Kanganhalli 横石 Sa¯tava¯hana A.D.2−3 筆者撮影（図 9を参照）




































evam pavattite ca pana bhagavata¯ dhammacakke bhumma¯ deva¯ saddam anus-
sa¯vesum //etam bhagavata¯ ba¯ra¯nasiyam isipatane migada¯ye anuttaram dham-
macakkam pavattitam appativattiyam samanena va¯ bra¯hmanena va¯ devena va¯




























































含む 19枚であることを指摘した。そして Kanganhalli 01を含めた 19枚の上段
レリーフ石版のほとんどが東門から南門までの四分円部分に配列されていたこ
とを表示している30。上段レリーフ石板は、隣接するレリーフ石版と組み合わ










































されている。この獅子の姿は Amara¯vatı¯、Na¯ga¯rjunakonda にも見られない Kan-



































～る 2系統の図像表現は Sa¯ncı¯ から始まり、Kanganhalli のレリーフにも継承さ
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I. Pa¯li : 1. Sutta-nipa¯ta（Sn.）Na¯lakasutta, v.684［Sn. 13217−1332］2. Samyutta-Nika¯ya
～22, Kandha-Samyutta 59, Panca.（SN. iii. 6624−6829）＝『雑阿含経』（34）［T. 2 No. 99, 7 c
13−8 a 4］求那跋陀羅訳 435−443. 3. SN.56, Sacca-Samyutta 11−12, Tatha¯gatena vutta（1−
2）（SN. v.42024−42512）＝『雑阿含経』（379）［T. 2 No. 99, 103 c 13−104 a 29］ 『転法輪
経』［T. 2 No. 109, 503 b 3−503 c 23］安世高訳＝『三転法輪経』［T. 2 No. 110, 504 a 5−
b 22］義浄訳＝Dharmacakrapravartana-Su¯tra（ Ed. Feer.） 4. Majjhima-Nika¯ya 26,
Ariyapariyesana-sutta（MN. i. 17118−17511）＝『中阿含経』「羅摩経」（204）［T. 1. No. 26,
777 b 7−778 c 7］僧伽提婆訳 397−398. 5. Dı¯gha-nika¯ya（DN.）14. Maha¯pada¯na-suttanta
（MAP.）3, 8−13［DN. ii, 403−4215］＝Maha¯vada¯na-su¯tra（MAV.）［Ed. Fukita, p. 146−
148］〔東トルキスタン有部〕＝『長阿含経』「大本経」〔法蔵部〕［T. 1 No. 1, 8 c 26−9 c
6］仏陀耶舎・竺仏念共訳 413. 7. Ja¯taka-attha-vannana¯, Nidha¯nakatha¯（Nid.）［J. i. 8117−
8219］II.（根本）説一切有部：1. Dı¯rgha¯gama, Catusparisatsu¯tra（Cps.）11.1−15.19（Ed.
Waldschmidt. 132−170, 444−449）『衆許摩訶帝経』［T.3 No.191, 953−c 3−954 b 26］法
賢訳 985−994. 2. Mu¯lasarva¯stiva¯din Vinaya, Sanghabhedavastu（Sbhv.）［Ed. Gnoli. 1331−
13917］＝『根本説一切有部毘奈耶破僧事』［T. 24 No. 1450, 127 a 19−128 c 11］義浄訳 700
−711. III. 諸部派の律（受戒犍度部）：1. Vinaya（Vin.）Maha¯vagga 6, 5−47（Vin. i. 735−
1438）＝『増一阿含経』「高幢品 24−1」（5）［T. 2 No. 125, 618 a 27−619 b 18］瞿曇僧伽提
婆訳 397. 2.『四分律』（法蔵部）［T. 22 No. 1428, 787 c 13−789 b 4］仏陀耶舎・竺仏念
訳 408. 3.『彌沙塞部和醯五分律』（化地部）［T. 22 No. 1421, 104 a 11−105 a 25］仏陀什
・竺道生訳 423−424. IV. 仏伝（1）：1. Maha¯vastu（Mvu.）〔大衆部説出世間部〕［Ed.
Senart. iii. 32820−34015］『仏本行集経』［T. 3 No. 190, 809 a 27−810 b 6］闍那堀多訳 523
−600. 2. Lalitavistara（Lv.）ch. 26（Ed. Lefmann. 40712−41821）＝『普曜経』［T. 3 No. 528




羅訶訳 683. 3.『中本起経』［T. 4 No. 196, 147 c 5−149 c 12］曇果・康孟詳訳 207. 4.『十
二遊経』［T. 4 No. 195, 147 a 2−a 3］迦留陀伽訳 281. 5.『太子瑞応本起経』［T. 3 No.
185, 480 c 14−c 19］支謙訳 222−226. 6.『異出菩薩本起経』［T. 3 No. 188, 617 b 12−620
c 8］聶道眞訳 280−312. 7.『僧伽羅刹所集経』［T. 4 No. 194, 137 c 19−c 27］僧伽跋澄訳
384. 8.『過去現在因果経』［T. 3 No. 189, 644 a 13−645 a 14］求那跋陀羅訳 394−468. 9.
Sa¯kyasimhaja¯taka（Ssj.）, v.100−114［Ed. Hahn. 16718−16912］V. 仏伝（2）：1. Buddhacarita
（Bc.）, Asvaghosa 著，ch.15, v.15−58［Transl. Johnston. 30−35］＝2.『仏所行讃』［T. 4
No. 192, 28 c 19−30 c 5］曇無讖訳 414−426.＝3.『仏本行経』［T. 4 No. 193, 87 a 5−88 b
3］宝雲訳 424−453. 4. Divya¯vada¯na（Divy.）No. 27（Ed. Cowell. 39321−26）＝5.『阿育
王伝』［T. 50 No. 2042, 104 a 17−19］安法欽訳 306.＝6.『雑阿含経』［T. 2 No. 99, 167 b













る。増谷［1981 : pp. 143−145］はそれぞれの物語がどのような原資料によって編集さ
れたものかを表示している。
５ Lüders［1941］によれば、Mvu. は 500人の辟支仏について述べているが、図像では
500人を 5人に略して表現している。
６ a¯labdhavı¯rya¯ satata¯nuyogı¯ udagracitta¯ akusı¯davartı¯ /drdhavikrama¯ vı¯ryabalopapeta¯ eka-
cara¯ khadgavisa¯nakalpa¯// vaiha¯yasam abhyudgamya tejodha¯tum sama¯padyitva¯ anupa¯da¯ya
parinirvrta¯//svaka¯ye tejodha¯tu¯ye ma¯nsasonitam dhya¯pitam/sarı¯ra¯ni patita¯ni //（中略）rsayo





７ シュリングロフはこの図像を「樹下観耕」と解釈している（Schlingloff［2000 : pp.
52−54］参照）。





岡聡［2010 a : pp. 251−261］参照）。また、ニグロータ鹿王前世物語は Bha¯rhut に描か
れている（Lüders［1963 : pp. 127−128］参照）。
９ Bha¯rhut : Coom［1956］. fig. 28, 62, 66. Bodhgaya¯ : Coom［1935］. Pl. 27.2, 49.3.





bodhi、parinirva¯na, dharmacakrapravartana を描くことでブッダの人生における 3つの
出来事を暗示していたのではないかと示唆している。










究費報告書［2011 : p. 85, 100］, Zin［2010］参照）。




出没する輪の方は dibbam cakkaratanam と呼ばれており、両者を区別していることか
ら、全く同じものかは疑問の余地があるとする。
１５ DN. 26. Cakkavatti-sı¯hana¯da-suttanta（DN. iii. 61−62）では、聖なる転輪王の務め（ari-
yam cakkavatti-vatta）についての具体的な記述がある。そこにおいても法による統治
が語られている。
１６ 全集 13．figs. 4 a, 4 b. 塚本啓祥［1997］参照。Sa¯rna¯th の Asoka 王柱に記された碑
文の内容は、仏教の教団分裂を誡めたものであり、初転法輪に関する内容では無い。
～１７ 「五群の比丘」（pancavaggiya¯ bhikkhu¯）という表現は、パーリ伝承のみに見られる。
～Cps. と Sbhv. では「五人の比丘」（pancaka¯ bhiksavah）と記され、Mvu. では「五人の
良き仲間」（pamcaka¯ bhadravargiya¯h）と記している（平岡聡［2010 b : p. 412］参照）
また Cps. もコンダンニャ（Kaundinya）の名前を挙げている。（Cps. Ed. Waldschmi-
dt.152, 447）




１９ 他 4人についての僅かな記述に関しては北畠利親［1998 : pp. 94−46］を参照。
～～２０ Theraga¯tha¯ v.679［Thera. p. 6912−13］buddha¯nubuddho yo thero kondanno tibbanikkamo,





詩節が収められている。Theraga¯tha¯ v.1244［Thera. p. 11127−28］pajjotakaro ativijjha sabbat-






具を運ぶ五比丘の姿を描いた図像が Gandha¯ra から多数出土している。（栗田．Pl. 267,
271, 272, 273, 277, 278, 279）
２２ 南インド地域 Amara¯vatı¯ においてブッダの姿に先行して仏弟子像が表されたことに
ついては、島田明［2000］に詳しく論じられている。高田修［1967］の指摘以降、
Kausa¯mbı¯（Sunga B.C.1：欄楯柱）や Kanganhalli 14/19, 39, 44, 59（Sa¯tava¯hana A.D. 1：
上段レリーフ石版）からもブッダの姿に先行して仏弟子を描いた極めて早期の図像が
出土している。（Tripathi, Aruna. The Buddhist art of Kausa¯mbı¯（from 300 BC to AD
550）, New Delhi, 2003. fig. 28. 科学研究費報告書［2011 : pp. 70, 81, 83, 91］）










２５ bhumma¯nam deva¯nam saddam sutva¯ ca¯tummaha¯ra¯jika¯ deva¯ saddam anussa¯vesum//etam
bhagavata¯ ba¯ra¯nasiyam isipatane migada¯ye anuttaram dhammacakkam pavattitam appativat-
tiyam samanena va¯ bra¯hmanena va¯ devena va¯ ma¯rena va¯ brahmuna¯ va¯ kenaci va¯ lokasminti
//（SN. v. p. 42323−27）「地上の神々の声を聞いて、四天王は声を発して宣言した（以下
略）」





第 26章～第 29章を形成する一連の Asoka 王の伝記（Asoka¯vada¯na）の第 27章には、
Asoka 王が巡礼した仏の誕生から涅槃までに縁のある 32の事蹟が挙げられている。
２８ 高田修［1967 : pp. 53−55］参照。
２９ 科学研究費報告書［2011 : pp. 103−104］「Kanganhalli-Stupa 平面図」参照。
３０ 拙稿［2013］図 9を参照。
３１ 4枚のスイッチとしての役割を果たす上段レリーフ石版の存在と、4タイプの分類
については Zin［2011 : p. 17］に言及されている。
３２ Amara¯vatı¯ : Fergusson. Pl. 71, fig. 2. Na¯ga¯rjunakonda : Longhurst. pl. 23（a）, 24（a）.
３３ 仏像に先行する仏弟子（比丘）の造形に関しては注 22を参照。
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